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言葉を通して人はものを考え、言葉を使って自分
の思いを相手に伝えます。言葉は人と人を繋ぐ架け
橋なのです。僕は名前の通り、外国から日本へやっ
てきました。僕の祖国はフィリピンです。今、こうし
て皆さんの前で日本語で話が出来るようになるまで
に、沢山のハ ドールを乗り越えてきました。そこで、
忘れることのできない一人の女性との出会いがあり
ました。僕の話を聞いてください。
今から九年前、僕は七歳のときに日本にやってき
ました。先に日本に来て働いていた父が、生活の
見通しがついたことと、家族が離れ離れではいけ
ないという思いから、母と僕達兄弟三人を日本に呼
び寄せたのです。
当時、僕が知っていた日本語は、「おはよう、こ
んにちは、こんばんは、ありがとう」の四つだけで
した。父が、電話口でこの言葉を教えてくれたので
す。なかでも父は、「ありがとう」を何度も強調しま
した。今の僕には、その時の父の気持ちが良く分
かります。
その四つの言葉だけで、僕の日本での小学校生
活が始まりました。クラスメイトがたくさん話しかけ
てきますが、まったく分かりません。言葉が分から
ないということがこんなにも不安なものかと、僕は
幼いなりに強く思いました。
忘れられない女性との出会いもここから始まりま
した。女性の校長先生が僕と姉に日本語を教えて
くれることになったのです。
カルタやしりとりをしました。たくさんの絵カー
ドを見ながらゲームをしました。僕は先生と遊びな
がら、一つ一つの言葉を覚えていきました。節分、
雛祭り、鯉のぼりなどが、幼かった僕の心をくすぐ
りました。学校に来るのがとても楽しくなりました。
言葉を通して人の心の真実を学んだのだと思いま
す。僕も姉も、校長先生の優しさが大好きでした。
しかし幼かった頃から現在に至るまで、僕の前
には乗り越えなければならない大きな障害がありま
す。それは、両親と、特に母と、言葉による意思
の疎通がうまく図れないということなのです。僕の
日本語はますます磨きがかかって、学校、父の会社、
全ての通知を僕が処理できるのに、肝心の母国語
を忘れてしまったのです。母は家族の中で一番日本
語が不得意で、進路の相談をしたいのに、思うよう
に話が通じません。高校時代、大学進学という重
要な話でさえも、自分の気持ちを両親に上手く伝え
られませんでした。両親も複雑な想いだったでしょ
う。そして今、僕は再び進路を決めるという大事な
局面をむかえています。しかし、僕はこのことを僕
の国の言葉でうまく話せません。両親に伝わるよう
に、和英辞書を片手に英語に直して伝えます。しか
し、日本語の微妙な意味を伝えるためには、僕の
英語では限界があります。僕は、伝えることをつい
諦めてしまうこともあります。
自分の母国語を失うということは、僕が生まれた
国の人 と々の関係をなくすことになってしまいます。
僕の父方の祖父は日本人、母方の祖父はスペイン人
です。僕は祖国のフィリピンが歩んできた歴史を背
負って、生きているのです。
僕はそういう意味で僕の国の言葉をもう一度、復
活させなければなりません。僕は、大学で与えら
れた貴重な時間を、失われた母国語を取戻すため
に使っています。毎年夏休みには、フィリピンで行
われる海外ボランティアに参加しています。そこで、
タガログ語の勉強をしています。
僕は将来、日本に残ってこの国で働いていきた
いと思っています。そのために、超えなければなら
ないさらに高いハ ドールがあることでしょう。でも、
僕は負けない。忘れられないその人と出会えた僕
は幸せです。人と人を繋ぎ、心と心を結ぶ言葉の
力を信じて、人との出会いの力を信じて生きていこ
うと思います。
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